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The main purpose of this study was to examine the relation between novices’liking for
 
haiku and their personality.The results were that extroversive subjects like haiku more than
 
introversive ones and their especialy favorite haiku was subjective,lyric,and prosaic,which
 
qualities are not supposed to be traditionaly essential to haiku.Further research wil be
 













































































































































因子1 因子2 因子3 共通性
風吹けば白百合草を踊り出づ 0.65  0.04  0.13  0.44
くろがねの秋の風鈴鳴りにけり 0.64 －0.24  0.06  0.41
啄木鳥や落葉を急ぐ牧の木々 0.58  0.01  0.13  0.36
うすらひは深山へかへる花の如 0.57  0.06 －0.12  0.33
来しかたや馬酔木咲く野の日のひかり 0.50 －0.09  0.04  0.26
我庭の良夜の薄湧く如し 0.48  0.18  0.27  0.33
をりとりてはらりとおもきすすきかな 0.46  0.03  0.10  0.23
冬蜂の死にどころなく歩きけり －0.05  0.81  0.11  0.68
闘鶏の眼つぶれて飼はれけり －0.13  0.63  0.21  0.46
雉子の眸のかうかうとして売られけり 0.08  0.57  0.12  0.35
夏の河赤き鉄鎖のはし浸る －0.03  0.49  0.17  0.28
くもの糸一すぢよぎる百合の前 0.20  0.42  0.15  0.24
流れゆく大根の葉のはやさかな 0.12  0.13  0.75  0.59
ところてん煙の如く沈み居り 0.01  0.25  0.61  0.44
春ひとり槍投げて槍に歩み寄る 0.06  0.18  0.61  0.41
麦車馬に遅れて動き出づ 0.24  0.26  0.47  0.34
プラタナス夜もみどりなる夏は来ぬ 0.16  0.08  0.42  0.20
固有値 2.35  2.04  1.94
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表3.1 向性による「好ましさ」評定値の差が大きい俳句群（外向型＞＞内向型）
「好ましさ」評定値 外向型 内向型 外向型－内向型
向日葵の を見るとき海消えし（不器男） 3.91  2.91  1.00
うすらひは深山へかへる花の如（湘子） 4.04  3.18  0.86
鮟鱇の骨まで凍ててぶち切らる（ 邨） 3.04  2.27  0.77
夏草に機罐車の車輪来て止まる（誓子） 3.64  3.05  0.61
愛されずして沖遠く泳ぐなり（湘子） 3.26  2.68  0.58
プラタナス夜もみどりなる夏は来ぬ（波郷） 3.39  2.86  0.53
啄木鳥や落葉を急ぐ牧の木々（秋桜子） 3.57  3.05  0.52
表3.2 向性による「好ましさ」評定値の差が小さい俳句群（外向型≒内向型）
「好ましさ」評定値 外向型 内向型 外向型－内向型
来しかたや馬酔木咲く野の日のひかり（秋桜子） 3.26  3.36 －0.10
をりとりてはらりとおもきすすきかな（蛇笏） 3.74  3.82 －0.08
闘鶏の眼つぶれて飼はれけり（鬼城） 2.43  2.41  0.02
ところてん煙の如く沈み居り（草城） 3.00  2.95  0.05
桐一葉日あたりながら落ちにけり（虚子） 3.43  3.38  0.05
夏の河赤き鉄鎖のはし浸る（誓子） 3.23  3.09  0.14
金剛の露ひとつぶや石の上（茅舎） 3.39  3.23  0.16
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